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君 原 さ ん の 庭

歩 数 で 往 復 す れ ば 身 体 が 喜 ぶ 。　
二 月 の 末 の 青 空 の 広 が る 日 、 ス ー パ

ー に 出 か け た 。 風 も な く 春 の よ う な 陽気 に 誘 わ れ て 、 い つ も と 違 う 道 を 行 った 。 住 宅 街 を 右 に 曲 が り 、 左 に 折 れ ると 、 ど こ か ら か 甘 い 香 り が 漂 っ て 来る 。 な ん だ ろ う ？

　
首 を 回 し て み た が

わ か ら な い 。 濃 い 紅 茶 に た っ ぷ り と 砂糖 を 入 れ た 香 り 。 近 く の 庭 で 誰 か が 午後 の 紅 茶 を 楽 し ん で い る の だ ろ う か 。こ の 家 か な ？

　
気 を つ け て 見 る と 、 板

塀 か ら 枝 を 出 し て 蝋 梅 が 黄 色 の 可 愛 い花 を 咲 か せ て い る 。 あ あ 、 こ れ だ 。 近

　
我 が 家 か ら ち ょ う ど 二 千

歩 の 所 に ス ー パ ー マ ー ケ ット が あ る 。 買 い 物 に 最 適 の

寄 っ て 胸 い っ ぱ い に 吸 い 込 ん だ 。 いい 匂 い 。 奥 に は 赤 や 絞 り 模 様 の 椿 も咲 い て い る で は な い か 。 で も 、 枯 れた 芒
す す き

や 背 の 高 い 草 が は び こ り 、 木 々

も 四 方 八 方 に 勝 手 に 枝 を 伸 ば し 、 蔦が 絡 ま っ て い る 。 空 き 家 か な 。 表 札を 見 る と 、  「 君 原 」  。　
あ あ 、 君 原 さ ん の お 宅 な の か 。 十

年 前 に 公 民 館 の 体 操 教 室 で 運 動 し た仲 間 だ 。 当 時 、 八 十 代 後 半 だ っ たが 、 逆 立 ち の 得 意 な 元 気 な 人 だ った 。 二 年 前 に 亡 く な ら れ た と 聞 いた 。 君 原 さ ん 丹 精 の 蝋 梅 が 私 を 呼 び止 め た 。  「 紅 茶 で も い か が 。 体 操 がん ば っ て る ？ 」  。  「 君 原 さ ん 、 ま だ 逆立 ち な さ っ て ま す か 」 青 空 に 凛 々 しく 咲 く 蝋 梅 に キ ッ ス し た 。 紅 茶 の 香り が し た 。

長  さ ８ ２ ３  ㍍  の  木  戸  山 ト ン  ネ  ル

　
国 土 交 通 省 は 「 国 道 ９

号 木 戸 山 峠 道 路 改 修 」を 、 ２ ０ ２ ５ 年 度 の 新 規事 業 と し て 予 算 化 し た 。予 算 額 は ５ ０ ０ ０ 万 円 。　
国 道 ９ 号 の 山 口 市 宮 野

上 か ら 阿 東 篠 目 ま で の 区間 は 、 大 雨 に よ る 通 行 止め や 、 １ ９ ６ １ 年 に 開 通し た 木 戸 山 ト ン ネ ル な ど道 路 構 造 物 の 老 朽 化 など 、 さ ま ざ ま な 課 題 を 抱え て い る 。　
２ ０ ２ ３ 年 １ 月 に は 、

山 口 市 ・ 島 根 県 益 田 市 ・同 津 和 野 町 ・ 同 吉 賀 町 や各 市 町 の 商 工 会 議 所 な どが 「 一 般 国 道 ９ 号 （ 益 田市 〜 山 口 市 間 ） 整 備 促 進

期 成 同 盟 会 」  （ 会長

： 伊 藤 和 貴 山 口 市

長 ） を 設 立 し 、 国 に改 修 を 要 望 し て いた 。　
同 会 は 予 算 化 決 定

を 受 け て 「 山 陰 と 山陽 を 結 ぶ 国 道 ９ 号は 、 市 域 を 越 え た 広域 的 な 産 業 ・ 経 済 の発 展 や 、 観 光 面 を は

じ め と す る 地 域 間 交 流 ・連 携 の 促 進 を 支 え る と とも に 、 国 土 強

き ょ う

靭 じ ん

化 や 地 元

住 民 の 安 心 ・ 安 全 を 確 保す る 上 で 、 極 め て 重 要 な幹 線 道 路 。 当 該 区 間 の 事業 化 は 、 島 根 県 西 部 地 域お よ び 山 口 県 央 部 沿 線 のさ ら な る 発 展 に 向 け た 大き な 一 歩 」 と の コ メ ン トを 出 し た 。　
ま た 、 村 岡 嗣 政 県 知 事

は 「 国 道 ９ 号 は 、 地 域 経済 や 観 光 振 興 を 支 え る と

国 道 ９ 号 木 戸 山 峠 、 道 路 改 修 へ
国 へ の 要 望 実 る

と も に 、 災 害 時 等 に も 機能 す る 重 要 な 幹 線 道 路 であ り 、 当 該 道 路 の 整 備 にス ピ ー ド 感 を 持 っ て 取 り組 ん で い た だ く よ う 期 待し て い る 。 県 も 、 地 元 山口 市 と 緊 密 に 連 携 し 、 事業 の 円 滑 な 推 進 に 向 け た環 境 整 備 等 に 積 極 的 に 取り 組 ん で い く 」 と し て いる 。

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 黒 い 秋 吉 台 」秋 吉 台 山 焼 き 後 撮 影 に 行 く と 、  ま  っ  黒 の 秋 吉 台 と 青 空 の  コ  ン ト ラ ス ト がと て も き れ い で 、  お 気 に 入 り の １ 枚 に な り ま し た 。

撮 影 者 ： 藤 井 和 則 さ ん  （ 防 府 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ４ 年 ３ 月 ２ 日

撮 影 場 所 ： 秋 吉 台  （ 美 祢 市 ）
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山 口 商

工 会 議 所の 第 １ ８６ 回 通 常議 員 総 会が 、 ３ 月
2 4日 に 湯

田 温 泉 のユ ウ ベ ルホ テ ル 松政 で 開 かれ た 。 議員 １ ４ ０人 中 １ ４０ 人 が 出

席 （ 内

9 0人 は 委 任 状 ）

し 、 ２ ０ ２ ５ 年 度 の 事 業計 画 ・ 収 支 予 算 に つ い て審 議 さ れ た 。　
全 国 的 に 、 賃 金 上 昇 が

物 価 上 昇 を 上 回 り 、 企 業の 設 備 投 資 も 堅 調 な 動 きが 継 続 。 し か し な が ら 、大 企 業 ・ 中 堅 企 業 と 地 域の 中 小 企 業 ・ 小 規 模 事 業者 と の 格 差 が 懸 念 さ れ てお り 、 後 者 に お い て は 長引 く 物 価 高 や 人 材 不 足 等に 苦 慮 し な が ら 、 約 ６ 割が 収 益 の 改 善 が 見 ら れ ない 中 で の 「 防 衛 的 な 賃 上げ 」 を 迫 ら れ て お り 、 厳し い 経 営 環 境 と な っ て いる 。　
基 本 方 針 に は 、 そ の こ

と を 踏 ま え 「 引 き 続 き 、市 内 事 業 者 の 経 営 実 態 の把 握 を 軸 足 と し 、 ニ ー ズ

に 沿 っ た 経 済 対 策 を 行 政に 要 望 す る な ど 、 持 続 的な 成 長 に 向 け た 中 小 企業 ・ 小 規 模 事 業 者 支 援 に努 め て い く 。 と り わ け 、デ ジ タ ル 化 、 省 力 化 、 人材 育 成 、 防 災 ・ 減 災 な どの 事 業 継 続 リ ス ク へ の 事前 対 策 や 、 従 業 員 定 着 に向 け た 労 働 環 境 整 備 に よる 生 産 性 向 上 や 経 営 の 見直 し へ の 伴 走 支 援 に 取 り組 む 。 ま た 、 交 流 人 口 を増 や す た め に 、 郷 土 の 歴史 に 基 づ く 『 風 水 』 を 活用 し た 回 遊 促 進 を は じめ 、 歴 史 文 化 遺 産 の 活 用に よ る 市 民 の シ ビ ッ ク プラ イ ド の 醸 成 に 取 り 組む 。 そ し て 、

2 1年 度 に 策

定 し た 山 口 ・ 小 郡 両 都 市核 の 『 未 来 都 市 構 想 』 の具 現 化 に つ な が る 、 持 続

可 能 な 地 域 社 会 の 形 成 に向 け た 『  （ 仮 ） や ま ぐ ち魅 力 向 上 プ ラ ン 』 を 策 定し 、 政 策 提 言 を 行 う 」 との 内 容 が 盛 り 込 ま れ た 。　
予 算 規 模 は 、 一 般 会 計

が 約 ３ 億 ７ ２ ０ ９ 万 円で 、 共 済 事 業 等 特 別 会 計な ど を 含 め た 合 計 額 は 約７ 億 ０ １ ８ ９ 万 円 。 全 会一 致 で 承 認 さ れ た 。　
さ ら に 、 木 村 靖 さ ん か

ら 筒 井 淳 夫 さ ん （ 山 口 井筒 屋 代 表 取 締 役 社 長 ）  、古 海 尚 文 さ ん か ら 中 尾 和司 さ ん （ ア ク サ 生 命 保 険山 口 支 社 長 ）  、 藤 井 公 さん （ Ｍ Ｉ Ｈ Ｏ Ｒ Ｉ 代 表 取締 役 会 長 ） か ら 藤 井 一 正さ ん （ 同 社 長 ） へ の 常 議員 の 交 代 と 、 藤 塚 邦 洋 さん か ら 橋 谷 昌 之 さ ん （ 三井 住 友 海 上 火 災 保 険 山 口

支 社 長 ） へ の 監 事 の 交 代も 認 め ら れ た 。　
総 会 後 に は 、 伊 藤 和 貴

山 口 市 長 ら の 来 賓 を 交 えて 、 懇 親 会 も 開 か れ た 。　
山 口 市 選 挙 管 理 委 員 会

は 、 任 期 満 了 （ ２ ０ ２ ５年

1 1月

1 2日 ） に よ る 市 長

選 挙 の 期 日 を 、

1 0月

2 6日

（ 日 ）  に 決 め た 。 告 示 日
は 、 同

1 9日  （ 日 ）  。

　
立 候 補 予 定 者 事 前 説 明

会 は 、 ８ 月

2 9日  （ 金 ）  午 後

２ 時 か ら ４ 時 ま で が 予 定さ れ て い る 。　
前 回 （

2 1年

1 0月

2 4日 ）

の 投 票 率 は 、

4 4・

0 9％ だ

っ た 。

バ  ス で の 出 来 事投  稿

投 稿 者 ： な か と う 葵 さ ん

　
普 段 は 車 で 行 く と こ

ろ を そ の 日 は バ ス で 市民 館 ま で 出 掛 け ま した 。 市 バ ス は 思 っ た より 乗 客 が あ り 、 私 の 貸し 切 り 状 態 で は な い わね 〜 と 。 あ る 停 留 所 で運 転 手 さ ん が 慌 て て 飛び 降 り た と 思 っ た ら 、後 方 か ら 『 ガ ッ キ ーン 』 と 大 き な 音 が

! !　

ビ ッ ク リ し て 振 り 向 くと バ ス 中 ほ ど に す で に男 性 の 座 っ た 車 い す が置 か れ て あ り 、 運 転 手さ ん が か が み こ ん で 足元 の ベ ル ト を セ ッ ト して い る と こ ろ で し た 。素 早 く 固 定 し て 、 も うひ と つ 固 定 し て 完 成 。

急 い で 運 転 席 に 戻 り 何 事も な か っ た よ う に 「 お 待た せ 致 し ま し た 〜 。 発 車し ま す 」  。　
車 い す は 一 人 で バ ス に

乗 れ る ん だ

! !　
と ち ょ っ

と し た 衝 撃 で し た 。　
い く つ 目 か で バ ス が 停

車 し た 時 、 ま た 運 転 手 さん が 前 ド ア か ら 飛 び 降 りて 、 慣 れ た 手 つ き で バ スの 座 席 を 元 通 り に 起 こ して い ま す 。 あ ま り に 早 い対 応 だ っ た の で 、 ス ロ ープ 板 を 下 し た の か 、 ど のよ う に 車 い す を 外 に 運 んだ の か は 見 る こ と が 出 来て い ま せ ん 。　
外 に 降 り た 車 い す 男 性

は 自 在 に 大 き く 旋 回 し な

が ら 有 難 う と い う 風 に 運転 席 を 見 上 げ 、 そ し て 迂

う

回 か い

し て 颯

さ っ そ う

爽 と 走 っ て 行 き

ま し た 。　
下 車 の 時 、 運 転 手 さ ん

に 「 手 際 が い い で す ね 」と 云 う と と て も 小 さ な 声で 「 お 待 た せ し て 申 し 訳あ り ま せ ん 」 っ て 。　
後 日 ニ ュ ー ス の 折 に 路

線 バ ス で の 車 い す 固 定 装置 の 使 い 方 研 修 と い う のを 目 に し ま し た 。 普 段 、車 で 移 動 し て い る と 全 く知 る こ と の な か っ た 車 いす の 移 動 の 話 。　
な ん だ か 運 転 手 さ ん も

車 い す 男 性 も カ ッ コ 良 く見 え た お 得 な 一 日 で した 。

　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　
サ ン デ ー 山 口 編 集 部 で

は 、 あ な た の 見 つ け た ステ キ な 「 山 口 県 央 ネ タ 」の 記 事 投 稿 を 受 け 付 け てい ま す 。　
い ろ ん な 魅 力 の 詰 ま っ

て い る こ の 地 域 に は 、 ワク ワ ク す る よ う な ネ タ がた く さ ん 存 在 し て い ます 。 積 極 的 に 紹 介 し て いき ま す の で 、 サ ン デ ー 山口 の 紙 面 お よ び ウ ェ ブ 記事 を 通 じ 、 多 く の 人 に 伝え て み ま せ ん か ？︻ 投 稿 要 領 ︼　
投 稿 内 容 :

山 口 県 央 部

に お け る 「 良 さ ・ 魅 力 」（ 景 観 、 史 跡 、 施 設 、 催し 、 人 物 、 食 べ 物 等 ） を伝 え る 記 事 。 ※ こ ち ら で校 正 は い た し ま せ ん 。 また 、 自 社 ・ 自 店 の 宣 伝 はお 控 え く だ さ い 。

　
フ ァ イ ル 形 式 :

ワ ー

ド 文 書 形 式 （ 手 書 き 文書 の 送 付 は ご 遠 慮 く ださ い ）　
文 字 数 :

５ ０ ０ 〜 ７

０ ０ 字 程 度　
写 真 :

２ 点 以 内 （ 無

く て も 構 い ま せ ん ）　
応 募 方 法 :

記 事 投 稿

アドレス （
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co.jp ） ま で メ ー ル で 。

本 文 に 「 住 所 、 氏 名（ ペ ン ネ ー ム の 場 合 は本 名 も ）  、 電 話 番 号 、年 齢 、 職 業 （ 学 校名 ）  」 を 明 記 し 、 ワ ード 文 書 を 添 付 し て お 送り く だ さ い 。　
注 意 事 項 :

投 稿 が 掲

載 さ れ な い 場 合 も ご ざい ま す 。 ま た 、 採 否 のお 問 い 合 わ せ に は 応 じか ね ま す 。

あ い さ つ す る 河 野 会 頭

２ ０ ２ ５ 年 度 の 事 業 計 画 ・ 予 算 を 決 定

山 口 商 工 会 議 所 が 議 員 総 会

1 0月

2 6日 に

 

山 口 市 長 選

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


